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これは本物の木？  本物の石？  じっと見つめても、さわって確かめたくなる。
そんなリアルな素材感をコンクリート上に描き出す「景観コンクリート舗装」。
通称「マットスタンプ」と呼ばれるこの技術がまだ国内に浸透していなかった
時代、海外に学び自社開発・製造を始めました。
本物よりもリアルな仕上がりで予算に応じた施工が可能なマットスタンプは、
現在も多方面で施工実績を積み上げています。

景観コンクリート舗装のパイオニア

開発から製造、販売、技術指導、施工管理まで行
います。直接販売することで安価に良質な商品を
提供。「Made in 日本」の誇りを胸に邁進します。
（9・10ページ参照）

日本で唯一の景観コンクリート舗装専門メーカー
です。短い施工期間で本物顔負けの仕上がりを実
現させます。MATの技術は日本国内のみならず、
海外の企業にも注目されています。

私たちは、2000年10月より愛知県のモデル企業の認
定を受け、新規事業としてガーデン・外構商材の開発をス
タートさせました。中でも「景観コンクリート舗装」は海外か
らの輸入が中心で、テーマパークやアウトレットモールと
いった限られた場所での施工でした。しかしMATでは、
景観コンクリート舗装をベースに、個人邸の駐車場を庭
の一部として見せる「パーキングガーデン」という新しい分野
の商品開発を中心に進めてきました。特に主力のマット
スタンプ、マットスプレーは「認定登録施工店方式」及び
「三位一体システム」を採用しており、自社オリジナル商品
と技術を直接販売することにより、お客様から高い評価を
得ています。これからも私たちMATは、日本の街並みを美
しく変えていけるよう努めてまいります。

株式会社 MAT
代表取締役　加藤 寿 （かとう  ひさし）
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信念を持って仕事に取り組み、
“人々に喜びと安らぎの空間を提案していく”

自分達にしか出来ない Only Oneをめざし、
“いいものはやり、徹底してやり、出来るまでやりぬく”

高い志を持ち、常に自らを成長させ、
“いつも元気で明るくいこう”
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350社以上の認定登録施工店で全国に展開するMATグ
ループ。「日本の街並みを美しく」の志のもと、こだわりの
仕事に情熱を傾ける技術者集団です。その教育訓練機
関としての役目を（株）MATが担っています。
（11・12ページ参照）

日本最大級
350社以上
日本最大級
350社以上

「パーキングガーデン」で 

日本の街並みを美しくします！

本社スタッフ



街を美しく変える
「醍醐味」を体感すれば
技術は身につく。

「マットスタンプ」は、打設したコンクリートに
特殊なパウダーと液剤を塗布し、ウレタンゴ
ム製のモールドを並べてタンパーで叩き模
様を刻む。

「マットスプレー」は、既設のコンクリート上に
オリジナルステンシル目地を貼り、特殊なス
プレーを吹きかけて目地を剥がし模様をつく
る施工方法。

技術指導

高度な技術を要する施工であっても、
その面白みが理解できれば着実に技術は修得できる。
MATの格言のひとつ「技術は財産である」。
身につけた技術は一生の財産となる。

技術研修会･勉強会
MAT本社では、全国からマットグループの皆様
にご参加いただき技術研修会を行っています。
マットスプレーやバーチカルワークの新技術習
得、認定登録施工店様の新しいスタッフの育
成、ブランクがある方の復習会などにご活用い
ただけます。

今後は各社
様の目的に

合わせた研
修会も

企画してい
きます。

皆様からの
ご意見を

お待ちして
おります！

材料開発

V原材料やモールド、ステンシル
などの材料は常に品質の向上に
取り組み、他社にないオリジナ
ル商品の開発を行っています。

原材料やモールド、ステンシル
などの材料は常に品質の向上に
取り組み、他社にないオリジナ
ル商品の開発を行っています。

高品質にこだわった
商品を産み出す。

高品質にこだわった
商品を産み出す。

変色などが起ないか、耐候性などに問題は
ないかの暴露試験中。

顔料を調合して、新しいオリジナルカラーを
開発中。05 06



商品コンシェルジュ

●認定登録施工店からの
　お問い合わせメール、電話対応
●受注納品書・請求書作成
●出荷手配
●在庫管理
●その他事務全般

フォトシミュレーション

の営業支援
総合資料・写真集・カタログ・営業用サンプルなど
すぐに営業開始していただける営業支援ツールを
ご用意しております。

お客様に安心していただけるよう
仕上がりをイメージできる様々なサンプルを
ぜひご活用ください。

建材部の主な業務

企画デザイン部の主な業務
●カタログ、写真集、
　ホームページの作成・更新
●フォトシミュレーション受注作成 （株）MAT 本社3F サンプル展示室

コンシェルジュとして
　　   必要情報をアドバイス

わかりやすく、よりシンプルに

認定登録施工店の皆様に良い
施工作品を残していただけるよ
う技術部・企画デザイン部とも情
報共有し、材料使用量などにつ
いてアドバイスしています。

実際の施工場所をフォトシミュ
レーションすることで、お客様が完
成イメージをしやすくなり契約に
つながります。

認定登録施工店の皆様に良い
施工作品を残していただけるよ
う技術部・企画デザイン部とも情
報共有し、材料使用量などにつ
いてアドバイスしています。

実際の施工場所をフォトシミュ
レーションすることで、お客様が完
成イメージをしやすくなり契約に
つながります。
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施工前 フォトシミュレーション 施工後



マットスプレーは植栽との相性が良いため、組み合わせることで商業施設の
アプローチ＆駐車場も素敵な空間に生まれ変わります。

共同住宅のエントランスを明るい雰囲気に変えることで、
第一印象が良くなり入居率を上げる効果があります。

3次元スタンプで自由自在に「石」を
作り出します。

MATは自社オリジ   ナル商品にこだわった
  「技術」を   売る会社です。

スタンプストーン
化石や貝殻、動物などのワンポイント
で個性を出します。

ポイントアート
本物の砂利を散りばめた「自然な土」
を表現できます。

ナチュラルソイル

打設したコンクリートにス
タンプを押すように色と
形を謄写して、自然石や
ウッドを表現する工法。
天然石やウッド材を使用
することに比べ施工期間
が短く、費用を大幅に節
約できるのが特徴です。

アメリカの高級ビンテージウッドより原型を作成した
オリジナル型。木目の形状が違う3種類の型を使い分
けているため、自然なウッド材の雰囲気を作り出すこ
とができ、彫りの深さに特徴があります。

ビンテージウッド

本物よりもリアル
磨耗・色落ちに強い コンクリート床面にステンシル目地材を貼り付け、ホッパーガンで

スプレーし、デザイン性のある床面を表現する工法。
既存のコンクリートを壊さずにリフォームできる唯一の方法です。

車が入れば駐車場、車が出れば庭の一部
として建物を美しく見せる「パーキングガー
デン」という考え方。一般的な「駐車場は
あくまでも駐車場」という固定概念を覆す、
MATからの新しい提案です。

壊さないから短期間施工
アスファルトにも施工可能

パーキングガーデン
駐車場が庭に生まれ変わる

○床のスリッドやコーナースペースに緑を植えることで、
外構及び街並みを美しく見せる。
　○スリッドを入れることでコンクリート床のヒビ割れ防止、
雨水のキャッチ、デザイン性を高める効果がある。
　○建物、外構がワンランク高級になり、
　建売住宅ではお客様の第一印象が良くなる。

特徴

マ ッ ト ス プ レ ーマ ッ ト ス タ ン プ

白目地を入れて仕上げるフレンチグラニットは
「進化したスタンプ」と呼ばれ、一味違う高級感があります。

フレンチグラニット

09 10



景観コンクリート舗装工事を行う、日本最大級の施工店グループのことです。
MATの技術を習得した全国200社以上が地域のリーダーとして活躍しており、
グループの母体であるMATは、開発・製造・販売・技術指導を行っています。

MATグループの一員となるための

現地技術研修会現地技術研修会
専門の技術指導員が、マットスタンプ，マットス
プレーの技術をイチから指導します。
施工店事務所前などを施工場所として、技術指
導員と一緒に施工しながら研修を行います。
（研修期間は2～3日間）

「こだわりの仕事」に夢や
情熱を傾ける技術者集団
「MATグループ」にご興味
がある会社様を募集中 ！

グループに加盟するメ
リット

●材料は問屋を通さず
直接販売。自社製造だ

から鮮度も抜群！

●技術研修会で技術
を習得！

●営業支援ツールで
すぐにでも営業を始め

られます！

●最新情報を共有。有
益な情報をLINEのメ

ールで配信します！

いつかは
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マットスタンプ、マットスプレーは
材料品質、使用量、技術力が［三位一体］となっており
その3つが成立して、はじめて良い施工作品となります。

「マットスタンプ」、「マットスプ
レー」において「材料品質」、モー
ルド等の品質は非常に重要な要素
です。たとえ技術力や経験があって
も、粗悪な材料やモールドを使用
していては、良い施工作品、耐久性
のある施工作品を残すことはでき
ません。
品質に関しては、MATが専門メー
カーとして高品質にこだわり、安定
した供給を心掛けるとともに、常に
品質の向上に取り組んでいます。
◎ハードナーは在庫を持たず
　使い切り、常に新鮮なものを
　ご使用ください。

1999年 10月 労働省より地域のモデル企業の認定を受け、新規事業として
  「ガーデニングデザイン設計」をスタート
2000年 10月 新規事業として建材部を設立し、「景観コンクリート舗装商品」の
  輸入・販売をスタート
2001年 3月 （株）マーブルアクアテックの建材部を別会社として
  「（有）マットインターナショナル」を設立し、景観コンクリート舗装商品の

専門メーカーとしてスタート
2001年 10月 JDCP（日本景観コンクリート舗装協会）を設立し、事務局となる
2002年 3月 MATグループのホームページ開設（http://www.mat-cp.com）
2003年 9月 全ての景観コンクリート舗装材料の自社商品開発完了、製造・販売スタート
2003年 10月 2社を統合し、株式会社MAT（Multi Access Terminal）に社名を変更。
2004年 5月 オリジナルモールド（枕木、枕木ロック）の開発・製造・販売スタート
2004年 9月 台湾で「マットペブル」の生産ラインを構築し、製造・販売スタート
2005年 5月 「東京支店・技術研修センター」を開設（東京都八王子市）
2005年 10月 「ファミリーフレンドリー企業」として認証を受ける
2006年 11月 マットロジスティックセンター移転（名古屋市南区）及び東京営業所を統合
2008年 10月 景観コンクリート材料を「開発」・「製造」・「管理」する新会社
  （景観テクノマテリアル（株））を設立
2009年 3月 「カラークラック目地」の製造・販売スタート
2009年 11月 オリジナルモールド（ビンテージウッド、フランチグラニット）の製造・

販売スタート
2010年 1月 オリジナルステンシルの開発・製造・販売スタート
2010年 5月 アメリカ「ロードウェアー社」との業務提携、クラックボンダー輸入スタート
2011年 2月 型枠革命「型つむり」特許証取得（特許第4669784号）
2011年 4月 「MAT本社ビル」完成（事務所、サンプル展示室、試験室、作業場、倉庫）
2011年 12月  型枠革命「型つむり」エコマーク取得
2014年 5月 大手テーマパーク 全マットスタンプ工事完了（8,800㎡）
2014年 10月 オリジナル新技法「ナチュラルソイル」、「グラニット」「イタリアンタイル」

をスタート
2016年 2月 「コンパクトドレイン」販売スタート
2017年 5月 BBQガーデン「KAMADO Q」開発・製造・販売スタート
2018年 5月 MAT「認定登録施工店」と「マットスプレー倶楽部」登録施工店に二分化
2019年 3月 マットスプレーが国土交通大臣より「不燃材料の認定」を受ける
2019年 10月 大手テーマパーク 材料供給，技術指導 （ 11，000 ㎡  ）
2020年 11月 「認定登録施工店」に一本化、認定証の発行スタート

〒458-0847　名古屋市緑区浦里2-17-2
（事務所、サンプル展示室、試験室、作業場、倉庫）
TEL.052-853-9555　　FAX.052-853-9525

■本 社

・愛知県日進市、春日井市 他
・クラックボンダー提携会社 Minneapolis、USA
・ネットぺブル指定工場 Hualien、Taiwan

■製造・加工工場

 会   社   名  株式会社 MAT

 設　　　立 平成8年（1996年）10月1日

 資   本   金  1,000万円

 代表取締役 加藤　  寿

 有   資   格  1級土木施工管理技士　
  1級造園施工管理技士　
  二級建築士
  測 量 士

建設業務許可 許可番号：愛知県知事許可（般-28）
  　　　　  第106228号（15工種）
  土木工事業 建築工事業　
  大工工事業 左官工事業　
  とび・土工工事業 石工事業
  屋根工事業 鋼構造物工事業
  舗装工事業 しゅんせつ工事業
  塗装工事業 内装仕上工事業
  造園工事業 水道施設工事業
  タイル･れんが・ブロック工事業

 取 引 銀 行 三菱UFJ銀行　堀田支店
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会社概要会社経歴

材料品質

材料品質

この3つの中で、一番重要なのが
「技術力」です。「技術力」を身に
つけなければ良い作品を生み出す
ことはできません。数多くの経験を
積み、厳しい状況下においても完
成度の高い施工をしなければいけ
ません。一つ一つの現場を「作品」
として捉え、認定・登録施工店様は
日々ブラッシュアップして腕を磨い
ています。
MATでは専門メーカーとして、技術
研修会・勉強会を行っています。
◎MATは技術を売る会社です。
◎技術者資格証は他社との差別化に
　有効的です。

技 術 力

材料の「使用量」を守ることも非
常に重要な要素です。材料費を抑
えるために、基準値を下回る量しか
使用しなかった場合には、劣化が
早まる等の障害が必ず発生します。
基準の使用量を確実に守るように
してください。使用量に関しては、
MATで基準となる数値を決めてい
ます。また、認定・登録施工店様と
も協議し、今後も最適な基準を追
求していきます。
◎七難かくす「上塗・ツヤ無シーラー」
　は大事です。

使 用 量

使 用 量

技 術 力

三位一体

MAT
古民家施設
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